
　
「
全
国
的
に
有
名
な
も
の
は
？
」

と
安
芸
高
田
市
民
に
た
ず
ね
る
と
、

お
そ
ら
く
こ
う
答
え
る
だ
ろ
う
。「
毛

利
元
就
」
と
。

　

戦
国
時
代
、
中
国
地
方
を
一
つ
に

ま
と
め
た
の
は
、毛
利
元
就
だ
っ
た
。

　

元
就
が
そ
の
生
涯
を
過
ご
し
た
安

芸
高
田
市
に
は
、
毛
利
氏
ゆ
か
り
の

史
跡
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
戦

国
時
代
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で

き
る
。「
三
本
の
矢
を
重
ね
る
こ
と

で
折
れ
に
く
く
な
る
」
と
息
子
た
ち

に
協
力
の
大
切
さ
を
伝
え
た
「
三
矢

の
訓
」、「
百
万
の
人
が
心
を
一
つ

に
」、
ま
た
一
日
一
力
一
心
「
日
を

同
じ
う
に
し
、
力
を
同
じ
う
に
し
、

力
を
同
じ
う
に
し
、
心
を
同
じ
う
に

す
る
」
と
一
致
団
結
の
大
切
さ
を
伝

え
た「
百
万
一
心
」。元
就
の
訓
え
は
、

市
民
の
心
の
中
で
生
き
続
け
る
。

安芸高田市歴史民俗博物館（右下）
郡山城跡のふもとにある安芸高田市歴史民族博物館
は、原始・古代・中世・近代にわたり、貴重な資料
の数々を展示、訪れる人々に紹介しています。

百万一心碑（上）
百万一心碑は、毛利元就が郡山城を拡張するとき人
柱に替えて姫丸壇の礎石に「百万一心」と彫らせ、
それを埋めたと伝えられています。

毛利元就（右）
「戦国の雄」とたたえられた戦国の武将です。明応
6 年（1497 年）、安芸国吉田郡郡山城（現在の安
芸高田市吉田町）に生まれ、75 歳で病死するまで
200 数十回におよぶ合戦をくぐりぬけ、毛利を西
国随一の大守にしました。

毛
利
元
就
の
里

三
矢
の
訓お

し
え
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東京公演
「ひろしま安芸高田神楽」の魅力を全国に
広める取組として、東京公演を開催してい
ます。同時に、会場では物産品の販売や市
の紹介パンフレットの配布も行い、市の
PR 活動も行っています。

ひろしま安芸高田神楽の特徴
演技性が高く、1 演目が 1 つの物語になってい
ます。大変多くの演目があり、それぞれの神楽
団が独自に趣向を凝らしています。正義役（神）
と悪役（鬼や大蛇）が登場し、激しく闘いなが
ら、最後は正義役が悪役を退治するという内容
のものが多くあります。

神楽門前湯治村
美土里町にある神楽門前湯治村では、誰でも気軽に神楽を鑑
賞できます。神楽専用の舞台“神楽ドーム”とすぐ間近で神
楽鑑賞ができる“かむくら座”があり、年数回の神楽大会の
ほか、金曜・土曜日の夜には夜神楽が楽しめます。宿泊や温
泉入浴や宴会もできるため大人気です。

　

秋
祭
り
の
季
節
、
お
宮
で
は
神
楽
が

舞
わ
れ
る
。
舞
殿
か
ら
響
く
太
鼓
や
笛

の
音
。
昔
も
今
も
変
わ
ら
ず
に
、
心
の

中
に
響
い
て
く
る
。

　

神
楽
は
神
々
へ
捧
げ
る
も
の
。
神
が

楽
し
み
、
舞
人
が
楽
し
み
、
見
る
人
が

楽
し
む
。
舞
殿
と
客
席
が
ひ
と
つ
に

な
っ
た
と
き
、
神
人
和
楽
の
世
界
が
生

ま
れ
る
。笛
や
太
鼓
が
鳴
り
始
め
る
と
、

幼
い
子
ど
も
が
神
楽
を
舞
い
始
め
る
。

神
楽
は
そ
ん
な
不
思
議
な
力
を
秘
め
て

い
る
。
今
で
は
公
演
の
場
は
地
域
の
お

宮
だ
け
で
な
く
、
県
内
外
の
お
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
へ
と
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

神
楽
を
舞
い
継
ぐ
者
た
ち
は
皆
、
昼

間
は
仕
事
や
勉
学
に
励
み
、
夜
な
夜
な

練
習
を
重
ね
て
本
番
に
備
え
る
。
現
在

で
は
、
市
内
に
22
の
神
楽
団
が
神
楽
を

舞
い
、
舞
人
た
ち
は
そ
の
技
を
磨
い
て

い
る
。
安
芸
高
田
の
神
楽
は
、
切
磋
琢

磨
を
続
け
る
。

舞
い

切
磋
琢
磨

ひ
ろ
し
ま
安
芸
高
田
神
楽
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「
三
矢
の
訓
」
が
チ
ー
ム
名
に

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
交
流
が
始
ま
る

　

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
Ｊ
リ
ー
グ
）
が
始
ま

る
前
の
年
、
広
島
県
に
も
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

が
生
ま
れ
た
。
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
だ
。
こ
の

チ
ー
ム
名
の
由
来
は
毛
利
元
就
の
「
三
矢
の
訓
」

か
ら
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
安
芸
高
田
市
吉
田
町
と

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
と
の
つ
な
が
り
は
、
こ
の
チ
ー

ム
名
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
元
就
ゆ
か
り
の
清

神
社
へ
、選
手
た
ち
が
毎
年
必
勝
祈
願
に
訪
れ
る
。

安
芸
高
田
の
地
で
勉
強
と

サ
ッ
カ
ー
に
励
む
ユ
ー
ス
の
選
手
た
ち

　

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
に
は
、
ユ
ー
ス
と

い
う
高
校
生
を
中
心
と
し
た
組
織
が
あ
る
。

　

高
校
に
通
い
な
が
ら
、
プ
ロ
に
な
る
た
め

の
練
習
は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て

人
間
性
も
鍛
え
て
い
る
。
ユ
ー
ス
の
選
手
た

ち
は
、
昼
は
地
元
の
高
校
で
勉
強
を
し
て
、

夕
方
か
ら
練
習
を
行
う
。
プ
ロ
に
な
る
と
い

う
大
き
な
目
標
を
持
ち
、
こ
の
安
芸
高
田
の

地
で
。

吉田サッカー公園
サンフレッチェ広島の練習拠点で
ある吉田サッカー公園。毎週練習
にやってくる選手たち。ユースの
選手もここで練習をしています。
地元の子どもたちも直接憧れの選
手にサッカーを教えてもらうこと
もあります。

安芸高田市スポンサードゲーム
毎年、市民大応援団がサンフレッチェ
広島のホームゲームにかけつけ熱い声
援をおくっています。マザータウン安
芸高田市がスポンサーとなり、無料送
迎バスの運行や市の特産品等の販売、
そして毛利軍団による武者応援など、
ゲーム開始前から終了まで熱烈な応援
を展開します。

サ
ン
フ
レッ
チ
ェ
広
島
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仕
事
の
後
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

　

安
芸
高
田
市
甲
田
町
に
は
、
湧
永
製
薬
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
「
レ
オ
リ
ッ
ク
」
が
あ
る
。
言
わ
ず
と
知

れ
た
日
本
最
高
峰
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
実
業
団
チ
ー
ム

だ
。
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
選
手
た
ち
は
、
安
芸

高
田
市
内
の
寮
や
ア
パ
ー
ト
で
生
活
を
送
っ
て
い

る
。
勤
務
が
終
わ
れ
ば
、
そ
れ
か
ら
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
練
習
を
行
う
。
身
長
が
１
９
０
㎝
を
こ
え
る

選
手
た
ち
が
コ
ー
ト
内
を
か
け
回
る
実
業
団
の
試
合

は
、
見
て
い
て
も
迫
力
満
点
だ
。

有
名
な
監
督
や
選
手
か
ら

直
接
教
え
て
も
ら
え
る
環
境
が

　

湧
永
製
薬
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、
地
域
へ
の
普
及

に
努
め
て
い
る
。
良
い
指
導
者
に
出
会
え
た
子
ど
も

た
ち
は
、
め
き
め
き
と
力
を
付
け
て
い
っ
た
。
県
代

表
と
し
て
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
。
こ
の
快
進
撃
は

小
学
生
チ
ー
ム
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
小
学
校
で
の

経
験
者
が
中
学
校
で
全
国
大
会
へ
、
ま
た
高
校
で
も

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
出
場
な
ど
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
と
共

に
育
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
は
着
実
に
力
を
つ
け
て

い
る
。
そ
の
中
か
ら
夢
で
あ
っ
た
湧
永
製
薬
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
に
地
元
選
手
が
誕
生
し
た
。

甲田とハンドボール
ひろしま国体では、甲田はハンド
ボールの開催地を引き受けました。
民泊で選手たちを受け入れ、チーム
の応援に住民たちは体育館に押し寄
せ、見るうちにハンドボールを知り、
ハンドボールのルールを知っていき
ました。それ以来、甲田で開催する
中学ハンドボール大会では、民泊で
参加チームを受け入れています。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

湧
永
製
薬

　
　

 
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
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